
 

 

 

  

2026年  3月号 March 

「春の新出発を前に」 
 『一月往ぬる二月逃げる三月去る』と言われるように、2026年も既に２ヶ月が過ぎ、弥生３月です。「萌芽

ほ う が

の候
こ う

」は

文字通り芽吹きを感じる語感＝イメージを持つ言葉ですね。早春
そうしゅん

、解氷
かいひょう

、啓蟄
けいちつ

、軽暖
けいだん

、春陽
しゅんよう

、春光
しゅんこう

、春風
はるかぜ

、桜花
お う か

と目まぐ

るしく移ろう季節を表す言葉もあります。夏の酷暑に暖冬…繊細な季節を感じにくくなっている時代だからこそ、言葉

を通して一瞬の情緒を感じ取ることができると思います。先に挙げた８つの言葉は「時候の挨拶」に使うものですが、

季語や七十二候など、日本語の豊かさはこんなものではありません。『まいにちの季語』『日本の七十二候を楽しむ』

など割と渋いオススメですが、数ページ開くだけでも、その豊かさに触れることができるはずです。 

 ともあれこの時期は、学年末試験を終えて一息という人、インタ-ハイなど大会に向けて忙しい人などそれぞれの「春」

の感じ方もあるかもしれません。進級を目の前に状況を一新し、新たな気持ちで物事を始めようと決意を新たにして

いる人も少なくないと思います。そんな皆さんに、やる気が出そうな本を紹介します。 

 まずは、『17 歳のときに知りたかった受験のこと、人生のこと。』です。著者のぴーやま氏は、チャンネル登録 60 万

人を超える Youtuber ですから、皆さんの方が詳しいかもしれません。内容については賛否あるでしょうが、ワンフレ

ーズでも前向きになれる言葉を見つけられたらいいですね。 

 『勝手な夢を押しつける親を憎む優等生と、東大は無理とバカにされた学年ビリが、現役合格した話』は実話をも

とにした物語のスタイルなので、より読みやすいでしょう。「どうせ無理」という壁を壊す…ブレイク・スルーのきっかけ

になれば幸いです。また『「手紙屋」蛍雪篇―私の受験勉強を変えた十通の手紙』は、「何のために…」という心の

モヤモヤをすっきりさせてくれればいいなと思います。 

 脳科学者の茂木先生は、『もっと結果を出せる人になる!「ポジティブ脳」のつかい方』で、制約に囚われず、視野

の広い”本物のポジティブ思考”を実現する「フラットな脳」が大切だと述べています。自分を大切に、ストレス知らず

で「行動」することで、いつの間にか「大きな結果」がついてくる。後ろ向きなマインドセットを前向きに転換できれば、

皆さんもきっと新しい出発を踏み出せると思います。４月を待たずにスタートしましょう。     （国語科：相馬） 
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・『まいにちの季語』 

名辻桃子, 安部元気/著 主婦の友社 911.307ツ 
 

・『日本の七十二候を楽しむ』 

白井明大/文 有賀一広/絵 東邦出版 ４４９．８１シ 
 

・『17歳のときに知りたかった受験のこと、人生のこと。』 

びーやま/著 ダイヤモンド社 ３７６．８７ヒ 
 

・『勝手な夢を押しつける親を憎む優等生と、東大は無理と

バカにされた学年ビリが、現役合格した話』 

坪田信貴/著 サンマーク出版 ３７６．８ツ 
 

・『手紙屋 蛍雪篇 私の受験勉強を変えた十通の手紙』 

喜多川泰/著 ディスカヴァー・トゥエンティワン 913.6キ 
 

・『もっと結果を出せる人になる! 

「ポジティブ脳」のつかい方』 

茂木健一郎/著 学研プラス １５９モ 

静岡学園中学校・高等学校 

図書課 2026年 3月 2日発行 

閉館時間＆スケジュール 

☆２月の図書館利用状況（2/1～2/28） 

・本の貸出数 302冊 ・自習室利用状況 261人 

 

【参考図書】 



 

 

【 春休みの貸出 】 

※１人 5冊まで ３月 11日（水）から   返却期限：４月１０日（金） 

※図書館の蔵書検索は→ https://lib-finder.net/shizugakulib/  →→→→→→→→          

データで振り返る静学図書館 2025 
今年度の図書委員会の目標は、「図書館へ行こう」でした。みなさん、一度は図書館に来てくれましたか？今年度

は 1293 点の新しい本が入りました。図書館には、本屋大賞のノミネート本や、直木賞・芥川賞の受賞作品といった

話題の本から、学部紹介の本や、職業の本、勉強法など、様々な分野の本があります。新学期が始まるまでに、今まで

に読んだことがない分野の本や、読みたかった本に挑戦してみませんか？春休みの貸出は３月１１日から始めます。春

休み直前まで借りなおしができるので、ぜひ色々な本を選びに、図書館へ来てください。 

 

 
(2024、2025年度は 2月 20日時点の統計)  

 
 

 

 

 

 

   

     
                       

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

貸出ランキングベスト 10冊 

中学のころから、図書館にはとても

お世話になりました。本を読んだり、勉

強したり、司書の先生方とお話したり

する時間は、私の学校生活の中で、かけ

がえのないものとなっています。静岡

学園の図書館は本の種類がとても多い

ので、沢山好きな本が見つかるのでは

ないでしょうか。きっと私のようにみ

なさんにとっても特別な空間になると

思います。これからもぜひ図書館をた

くさん利用していってください！ 

202５年度 31HR Kさん 図書委員になってから受付や文化祭での企画、

運営などに参加することでクラス外の友人もで

きました。特に楽しかったのは選書ツアーです。

好きな本を図書館に入れてもらえるだけではな

く、ほかの委員の個性が出て誰がどの本を持って

きたのか予想をしあっていました。一人で読んで

いた本から、たくさんの関わりができました。こ

れからもこの関係を大切にしたいと思います。図

書委員として活動できて楽しかったです。 

202５年度 33HR Oさん 

図書委員長として貸出・返却手続き

や、文化祭時の古本市の受付等、楽し

く仕事をさせてもらいました。 

感動する本や心躍るようなストー

リーの本など、沢山の本に３年間で出

会うことが出来ました。 

202５年度 34HR Uさん 

イベントの時が忙しかったような記

憶しか残っていないが、楽しい委員会

活動だったと思う。これから先何があ

るかは自分には知りようがないが、こ

れらの経験や記憶をもとに駆け抜けて

いきたいと思う。 

202５年度 33HR Uさん 

 

卒業する図書委員長４人からのメッセージ 

２位以下 

『変な家 2』雨穴 

『変な地図』雨穴 

『成瀬は信じた道をいく』宮島未奈 

『海に願いを風に祈りをそして君に誓いを』汐見夏衛 

 

 

1位 『転生したらスライムだった件』伏瀬 

『Dr.STONE』稲垣理一郎、 

『はじまりの物語』柏原真人 

『はたらく細胞』清水茜 

『5秒後に意外な結末』桃戸ハル 

『変な家』雨穴 

 

読んだ本は 

入っているかな？ 

次回 4月 13日発行予定 
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